
収　入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
会費収入
経常経費寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
施設整備等による収入
その他の活動による収入

合　計

71,001,713
25,908,894
3,093,750
10,275,880
21,875,000
34,650,054
710,807
694,000
4,254,430
398,000
4,988

351,350
0

35,870,414
209,089,280

当期資金収支差額
前期未支払資金残高
当期未支払資金残高

7,825,452 
56,189,080 
64,014,532 

支　出
社協活動拠点
法人運営事業
地域福祉事業
企画広報事業
ボランティアセンター事業
生活あんしんサポートセンター事業
受託事業拠点
配食サービス事業
友愛訪問サービス事業
福祉除雪サービス事業
高齢者見守り支援センター事業
介護事業拠点
訪問介護事業
障がい福祉サービス事業
特定相談支援事業
居宅介護支援事業

合　計

48,762,852
30,048,358
2,466,791
1,481,762
5,054,140
9,711,801
28,846,715
12,053,135
2,788,750
10,163,069
3,841,761

123,654,261
68,997,327
25,359,684
549,210

28,748,040
201,263,828

（単位：円)

収　入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
会費収入
経常経費寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
施設整備等による収入
その他の活動による収入

合　計

77,418,000
33,107,000
3,230,000
340,000

21,865,000
38,616,000
658,000
600,000
5,254,000
360,000
19,000
60,000

0
48,835,000
230,362,000

支　出
社協活動拠点
法人運営事業
地域福祉事業
企画広報事業
ボランティアセンター事業
生活あんしんサポートセンター事業
受託事業拠点
配食サービス事業
友愛訪問サービス事業
福祉除雪サービス事業
高齢者見守り支援センター事業
介護事業拠点
訪問介護事業
障がい福祉サービス事業
特定相談支援事業
居宅介護支援事業

合　計

54,405,000
32,998,000
3,605,000
720,000
7,027,000
10,055,000
32,322,000
13,814,000
3,495,000
11,172,000
3,841,000

143,635,000
79,483,000
32,482,000
625,000

31,045,000
230,362,000

（単位：円)

平成29年度 滝川市社会福祉協議会収⽀決算

平成30年度 滝川市社会福祉協議会事業計画

平成30年度 滝川市社会福祉協議会収⽀予算

社会福祉協議会は平成30年度次のとおり取り組みます。
「⾒える社協、魅せる社協活動をめざして」
１．滝川市成年後⾒⽀援事業の実施
　⾝近な地域の権利擁護の中⼼的な役割を担う⽣活あんしんサポートセンターでは、貸付事業や⼼配ごと相談のほか⽇常⽣活⾃⽴⽀援
事業など安⼼して⽇常⽣活を送ることができるよう⽀援するとともに、滝川市の成年後⾒実施機関として認知症・知的障がい・精神障がいな
どにより判断能⼒が⼗分でない⽅が不利益を被らないように、本⼈の権利や財産を守る滝川市成年後⾒⽀援事業を積極的に実施します。
また核家族化の進展や⾝内との関係の希薄化、そして⾼齢化の状況も踏まえると各種⼿続きや⾦銭管理など、⽣活していくうえでサポートを
必要とする⽅々が増加していくことが予想されます。将来的に対応可能な成年後⾒⽀援員を確保するためにも、市⺠後⾒⼈養成講座の実
施に向けて⾏政機関と協議を進めてまいります。
２．滝川市⽀えあい・いきいきポイント事業の実施
　平成29年度からスタートした滝川市⽀えあい・いきいきポイント事業は元気な⾼齢者の⽅々が、地域や介護保険施設等でボランティア活
動を⾏うことにより、⾃⾝の健康増進・介護予防を通じ、社会参加や⽣きがいづくりの推進を⽬的とした滝川市からの受託事業であります。こ
の事業は、介護⽀援ボランティア活動の実績に応じてポイントを付与し、当該対象者の申し出によりポイントの換⾦を⾏うものであり、合せてボ
ランティアセンターの活動を推進するとともに、地域社会資源のネットワークとその中での地域福祉活動を活性化する取り組みとなり、社会福
祉協議会のもつ役割を⾼めるもので、引き続きボランティア登録者及びボランティア受⼊施設等の拡充強化に努めてまいります。
３．社協活動の周知とＰＲの推進
 魅せる社協活動の意義と⽬的を市⺠の皆さんにご理解いただけるようホームページ、広報紙『ふれあう社会』をはじめ、様々な事業を展開
する中で社会福祉協議会の周知とＰＲに努めてまいります。さらに、職員が地域のイベント等に積極的に参加し地域住⺠のニーズを把握
し、社協活動に反映してまいります。また市⺠の皆さんに役⽴つ社会福祉協議会の必要性を感じていただき、会費や寄付⾦等の⾃主財源
の確保に結びつくような取り組みを⾏います。

❸


